
平成２８年度 通年 授業アンケート報告 

一般教科 教員名 武田充啓   担当科目名：国語Ⅱ 第 2学年・全クラス 

◎各クラス共通の主な意見（アクティブラーニング AL について、授業全般について）を以下に記す。 

〈良い点〉…板書を写すだけでなく自分たちで考えられる。発言しやすい（自発的に発言できる）。眠くならない。活気づいてや

る気が出る。比較や対比ができる（視野が広まる。考えが深まる）。話し合える。意見を出し合える。新しい発見がある。協力で

きる。コミュニケーションできる。わからないところが聞ける。読解力・文章力の増強につながった。国語力が上がる。集中して

できる。効率がよい。分担できる。速くできる。内容が頭に残り理解できる（身につく）。復習しやすい。テストの点がアップし

た。発言・発表が成績に加点される。先生が楽しそう。 

〈悪い点〉…学んでいる感じがしない。放任に見える（先生の技量が問われる）。雑談になりやすい。欠席者が出ると負担が重い。

机を動かすのが面倒。いつも同じ人が回答している。人数制限があるので回答したくてもできない。解答確認を始める時間が遅い。

学生の解答を先生が訂正する形式は正解がわかりにくい。正確・明確な解答がほしい（不安）。模範解答を早め（授業中）にほし

い。黒板の授業のほうが理解できる。集中できない。課題の量が多く時間が足りない。やらない人がいる。分担して全体をやらな

いことになる。AL でなければいけない理由がわからない。テストでのポイントが絞りにくい。 

〈改善提案〉…要点をまとめてほしい（解説やまとめの後で AL でやる）。答えがわかる人を指名してほしい。もっと板書での解

説を増やしてほしい。問題を多く解いてほしい。問題の量を減らす。解説プリント（模範解答）がほしい。問いを一つずつ出題す

る。正答率を知りたい。AL と普通の授業を交互にやる。試験前は前の授業スタイルで。もっと簡単な課題にする。新単元の度に音

読する。学力で班を作ってほしい。班を自由にする。普段話している人と班になる。国語のときだけの班を作る。頻繁に班のメン

バーを変える 

〈全般〉…現状維持でよい（今後も AL を続けてほしい）。普通の授業（去年のスタイル。前の方法）のほうがよかった。休憩時

間がほしい。試験に予告問題がほしい。定期試験に漢字テストの範囲を入れてほしい、漢字テストの頻度を下げてほしい。漢字テ

ストの解答が後ろから見えにくい（白いシートを使うべき）。テストの問題量が多い。古典の解説を試験前に詳しくしてほしい。

古典は普通の授業にしてほしい。古典の読むスピードを遅くしてほしい。語彙テスト（小テスト）は不要では? 

 AL の良い点 AL の悪い点 改善提案 授業全般 

M（回答 34 名 無回答 5 名 欠席 1 名 計 40 名） 26 名が記述 23 名 13 名 14 名 

E（回答 35 名 無回答 5 名 欠席 3 名 計 43 名） 31 名 30 名 16 名 14 名 

S（回答 32 名 無回答 8 名 欠席 0 名 計 40 名） 29 名 22 名 20 名 11 名 

I（回答 30 名 無回答 11 名 欠席 2 名 計 43 名） 24 名 26 名 16 名 6 名 

C（回答 27 名 無回答 10 名 欠席 1 名 計 38 名） 17 名 27 名 17 名 16 名 

（M・E・I 学科 2017/01/25 アンケート実施、S・C 学科 2017/01/23 アンケート実施） 

◎以上の意見をふまえての反省と今後の授業についての考えを以下に記す。 

AL の長所は多くの学生が理解していると思われる。積極性が出て、眠る学生が少なくなったのは大きな収穫である。

しかし今年度の AL はまだまだ工夫の限られたものであった。元の授業スタイルを明確に望む学生が各クラスで 2～6

名は存在していることも事実であり、来年度は多様な方法のALを工夫すると同時に、すべてをALでやるのではなく、

適宜講義的な解説やまとめを取り入れた組み合わせ方式を試みたいと考えている。班の決め方、課題の量や質の設定、

解答の示し方やタイミングについても同様に改善していきたい。公開授業の報告書でも評価してもらったが、試験問

題を予想させる課題は、AL としてうまくできた例の一つだと思っている。  









































































































































































































































































































































平成２８年度 通年 授業アンケート報告書 

一般教科 教員名 武田 充啓  担当科目名 国語Ⅱ ２学年・全クラス 

 

◎各クラス共通の主な意見（アクティブラーニング AL について、授業全般について）を以下に記す。 

〈良い点〉…板書を写すだけでなく自分たちで考えられる。発言しやすい（自発的に発言できる）。眠くならない。活気づいてや

る気が出る。比較や対比ができる（視野が広まる。考えが深まる）。話し合える。意見を出し合える。新しい発見がある。協力で

きる。コミュニケーションできる。わからないところが聞ける。読解力・文章力の増強につながった。国語力が上がる。集中して

できる。効率がよい。分担できる。速くできる。内容が頭に残り理解できる（身につく）。復習しやすい。テストの点がアップし

た。発言・発表が成績に加点される。先生が楽しそう。 

〈悪い点〉…学んでいる感じがしない。放任に見える（先生の技量が問われる）。雑談になりやすい。欠席者が出ると負担が重い。

机を動かすのが面倒。いつも同じ人が回答している。人数制限があるので回答したくてもできない。解答確認を始める時間が遅い。

学生の解答を先生が訂正する形式は正解がわかりにくい。正確・明確な解答がほしい（不安）。模範解答を早め（授業中）にほし

い。黒板の授業のほうが理解できる。集中できない。課題の量が多く時間が足りない。やらない人がいる。分担して全体をやらな

いことになる。AL でなければいけない理由がわからない。テストでのポイントが絞りにくい。 

〈改善提案〉…要点をまとめてほしい（解説やまとめの後で AL でやる）。答えがわかる人を指名してほしい。もっと板書での解

説を増やしてほしい。問題を多く解いてほしい。問題の量を減らす。解説プリント（模範解答）がほしい。問いを一つずつ出題す

る。正答率を知りたい。AL と普通の授業を交互にやる。試験前は前の授業スタイルで。もっと簡単な課題にする。新単元の度に音

読する。学力で班を作ってほしい。班を自由にする。普段話している人と班になる。国語のときだけの班を作る。頻繁に班のメン

バーを変える 

〈全般〉…現状維持でよい（今後も AL を続けてほしい）。普通の授業（去年のスタイル。前の方法）のほうがよかった。休憩時

間がほしい。試験に予告問題がほしい。定期試験に漢字テストの範囲を入れてほしい、漢字テストの頻度を下げてほしい。漢字テ

ストの解答が後ろから見えにくい（白いシートを使うべき）。テストの問題量が多い。古典の解説を試験前に詳しくしてほしい。

古典は普通の授業にしてほしい。古典の読むスピードを遅くしてほしい。語彙テスト（小テスト）は不要では? 

 AL の良い点 AL の悪い点 改善提案 授業全般 

M（回答 34 名 無回答 5 名 欠席 1 名 計 40 名） 26 名が記述 23 名 13 名 14 名 

E（回答 35 名 無回答 5 名 欠席 3 名 計 43 名） 31 名 30 名 16 名 14 名 

S（回答 32 名 無回答 8 名 欠席 0 名 計 40 名） 29 名 22 名 20 名 11 名 

I（回答 30 名 無回答 11 名 欠席 2 名 計 43 名） 24 名 26 名 16 名 6 名 

C（回答 27 名 無回答 10 名 欠席 1 名 計 38 名） 17 名 27 名 17 名 16 名 

（M・E・I 学科 2017/01/25 アンケート実施、S・C 学科 2017/01/23 アンケート実施） 

◎以上の意見をふまえての反省と今後の授業についての考えを以下に記す。 

AL の長所は多くの学生が理解していると思われる。積極性が出て、眠る学生が少なくなったのは大きな収穫である。

しかし今年度の AL はまだまだ工夫の限られたものであった。元の授業スタイルを明確に望む学生が各クラスで 2～6

名は存在していることも事実であり、来年度は多様な方法のALを工夫すると同時に、すべてをALでやるのではなく、

適宜講義的な解説やまとめを取り入れた組み合わせ方式を試みたいと考えている。班の決め方、課題の量や質の設定、

解答の示し方やタイミングについても同様に改善していきたい。公開授業の報告書でも評価してもらったが、試験問

題を予想させる課題は、AL としてうまくできた例の一つだと思っている。  
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